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去
る
11
月
８
日
、
サ
イ
ク
ス
の

産
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
で
、

桜
美
林
大
学
名
誉
教
授
・
人
間
環

境
活
性
化
研
究
会
理
事
を
務
め
る

藤
田
慶
喜
氏
が
来
西
さ
れ
、
市
内

企
業
の
経
営
者
な
ど
を
対
象
と
し

た
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
に
お
け

る
地
域
中
小
企
業
の
今
後
の
戦
略

に
つ
い
て
」
と
い
う
演
題
で
行
わ

れ
た
講
演
で
は
、
日
本
の
成
長
を

支
え
て
き
た
「
も
の
づ
く
り
」
の

生
産
の
場
が
中
国
な
ど
に
移
さ
れ

る
な
か
、
中
小
企
業
が
生
き
残
る

た
め
に
は
、
素
材
開
発
分
野
や
よ

り
複
雑
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
に
く

い
産
業
に
向
か
う
べ
き
、
と
の
話

な
ど
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
連
等
で
活
躍
さ
れ
た

経
験
を
踏
ま
え
、
西
条
の
地
域
資

源
を
活
か
し
た
産
業
展
開
や
海
外

戦
略
に
つ
い
て
、
企
業
経
営
者
と

熱
心
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
月
と
来
月
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
近
年
、
に
わ
か
に
注
目
を

浴
び
て
い
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
」
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し

ま
す
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
は

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス（
以

下
、
Ｃ
Ｂ
）」
と
は
、
住
民
が
主

体
と
な
っ
て
、
地
域
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
）
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
し
、

そ
の
活
動
の
利
益
を
地
域
に
還
元

し
て
い
こ
う
と
す
る
、
地
域
密
着

ビ
ジ
ネ
ス
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

Ｃ
Ｂ
は
、
地
域
の
人
材
や
ノ
ウ

ハ
ウ
・
施
設
・
資
金
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
雇
用
の

創
出
や
働
き
が
い
・
生
き
が
い
を

生
み
出
し
、
地
域
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｂ
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
要
因
と
し
て
は
、
バ
ブ
ル
経

済
の
崩
壊
を
経
験
し
、
物
質
経
済

重
視
の
画
一
的
な
ま
ち
づ
く
り
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
に
マ

ッ
チ
し
た
柔
軟
で
特
徴
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
き
た
か

ら
で
す
。

■
主
役
は
地
域
住
民

　

Ｃ
Ｂ
は
、
地
域
社
会
に
貢
献
す

る
と
い
う
目
的
の
も
と
、
従
来
の

ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
も
用
い
て
、
事

業
を
継
続
的
か
つ
安
定
的
に
運
営

す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
こ
で
生
ま
れ
る
利
益

や
雇
用
は
、
経
済
的
価
値
の
追
求

の
み
で
は
な
く
、
住
民
が
主
役
と

な
っ
た
活
動
に
よ
っ
て
地
域
が
元

気
に
な
っ
た
り
、
事
業
者
自
身
が

や
り
が
い
を
持
て
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

現
在
、
わ
が
国
で
は
、
高
齢
化

問
題
や
介
護
・
環
境
問
題
な
ど
、

多
様
な
社
会
的
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て

国
の
施
策
を
待
つ
だ
け
で
は
な

く
、
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
地
域

に
合
っ
た
取
り
組
み
を
行
い
、
成

果
を
上
げ
て
い
る
Ｃ
Ｂ
も
多
く
あ

り
ま
す
。

　

徳
島
県
上
勝
町
の
高
齢
者
が
中

心
と
な
っ
て
行
う
、
料
理
の
つ
ま

物
販
売
は
、
地
域
資
源
を
活
か
し

た
「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
し
て

広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

住
民
主
体
の
活
気
あ
る
地
域
社

会
を
つ
く
る
こ
と
は
、
日
本
全
体

を
元
気
に
す
る
原
動
力
に
も
な
っ

て
い
き
ま
す
。
大
都
会
に
は
な
い

住
民
同
士
の
結
束
力
を
活
か
し
、

地
域
の
自
然
や
環
境
と
調
和
し
た

社
会
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
本
当

の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

熱く講演される藤田先生

　サイクス（ＳＩＣＳ）は、産業情報支援
センターの運営組織である、㈱西条産業情
報支援センターの愛称です。
　今月は、住民主体の地域密着ビジネスと
して注目を集めるコミュニティビジネスに
ついて紹介します。
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名
誉
教
授

事業コンセプト

目的・理念 利潤追求
社会貢献

競争 共生・生きがい

市場規模 大 小

住民との関係 企業主導 協働

成果の評価 利益

従　来項　目 Ｃ　Ｂ

●元気な地域社会の再生
●安心安全なまちづくり

コミュニティ再生
地域社会への貢献
地域課題解決

活力ある地域
自己実現
継続性

●商店街・地元企業が元気になる
●新規創業・第二創業が生まれる地域の活性化

●公的サービスの民営化
●行政サービスの効率化地域サービスの質向上

地域の雇用創出
●高齢者・女性・若者を中心と
　した雇用創出
●働きがい・やりがいの創出

地域の生活環境の向上

▼ＣＢに期待される効果

▼ＣＢと従来ビジネスとの比較


